
午
前
10
時
30
分
か
ら
の
開
会

式
で
は
、
小
野
菊
男
実
行
委
員

長
が
「
こ
の
よ
う
な
催
し
を
通

じ
て
地
域
の
交
流
を
深
め
、
玖

珠
地
区
を
益
々
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
朝
倉

玖
珠
町
長
、
濱
田
県
議
会
議
員
、

広
沢
町
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
24
組
の
団

体
・
個
人
の
方
が
歌
や
踊
り
・

演
奏
・
詩
吟
な
ど
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
、
満
員
の
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

館
内
展
示
会
場
で
は
、
生
け

花
や
盆
栽
、
俳
句
、
写
真
、
絵

画
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

じ
っ
く
り
と
作
品
に
見
入
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
学
校
の
参
加
も
多

く
、
昨
年
か
ら
参
加
の
玖
珠
中

吹
奏
楽
部
の
他
、
春
日
小
学
校

が
ス
テ
ー
ジ
で
合
唱
な
ど
を
披

露
、
ま
た
、
小
田
小
学
校
と
玖

珠
中
学
校
か
ら
は
絵
画
や
俳
句

な
ど
の
作
品
展
示
が
あ
り
ま
し

た
。

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

体
脂
肪
測
定
や
健
康
相
談
も
実

施
、
屋
外
で
は
、
豚
汁
や
焼
き

そ
ば
、
焼
き
鳥
な
ど
の
販
売
も

行
わ
れ
、
春
の
陽
気
の
な
か
活

気
あ
る
「
自
治
会
館
ま
つ
り
」

と
な
り
ま
し
た
。

開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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７２－１５１１

東日本大震災

義援金

玖
珠
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
を
支

援
す
る
た
め
の
募
金
活
動
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
の
義
援
金
額
８
，
２
８
５
円
を
玖
珠
町
役
場
を
通

じ
て
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
累
計
１
０
４
，
９
１
４
円
）

玖
珠
自
治
会
館
ま
つ
り

賑
や
か
に
開
催

３
月
17
日
（
土
）
に
、
玖
珠
自
治
会
館
で
玖
珠
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
主
催
「
第
２
回
玖
珠
自
治
会
館
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
展
示
・
バ
ザ
ー
な
ど
に
、
地
区
内
外
か
ら
大

勢
の
観
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

全校生徒による合唱・合奏で初参加の春日小学校の皆さん

（
２
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

３月２６日に、福岡県宗像市の南郷

地区コミュニティ運営協議会から役員・

職員１５名が玖珠コミュニティを視察

に訪れました。

宗像市は、コミュニティの先進地と

して玖珠コミュニティ発足時には、こ

ちらから度々視察に出向き、参考にし

た地区でもあるため、具体的な組織の

運営や、まちづくりについて有意義な

意見交換会となりました。

南郷では、自治委員と体育委員を中

心とした「公民館部会」があり、スポー

ツ大会やお祭りなどの行事を通じて地

域と繋がりを深めているそうです。

玖珠町でも、自治公民館はこれまで

社会教育課の管轄でしたが、２４年度

からは「町づくり推進課」が担当する

ことになり、これまで以上にコミュニ

ティと自治区が協働してまちづくりを

進めていくことが求められます。

宗像市より視察

有意義な 意見交換

館内見学の後、互いの組織・会館の運営などに

ついて、熱心な意見交換


